
楽しく、元気に、健
けんこう

幸に（ハッピー体操／中山・八ツ保公民館）

川
島
町
議
会
の

ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
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９月定例会

令
和
７
年
４
月
１
日
に
川
島
桶
川
資
源
循
環

組
合
が
設
立
さ
れ
ま
す

こ
れ
ま
で
の
経
緯

　

川
島
町
と
桶
川
市
の
ご
み
広
域
処
理
施
設
の
整
備
、
施
設
稼
働
後

の
管
理
運
営
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
事
務
を
共
同
処
理
す
る
た
め
、

川
島
桶
川
資
源
循
環
組
合
の
設
立
に
必
要
な
規
約
を
議
決
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
方
自
治
法
に
定
め
る
一
部
事
務
組
合
の

「川

島
桶
川
資
源
循
環
組
合
」が
令
和
７
年
４
月
１
日
に
設
立
さ
れ
ま
す
。

1

〈
議
案
第
49
号
〉
川
島
桶
川
資
源
循
環
組
合
の
設
立
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
第
４
回
川
島
町
議
会
定
例
会
を
、
９
月
４
日
か
ら
19

日
ま
で
の
会
期
16
日
間
の
日
程
で
開
き
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
報
告
４
件
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
専
決
処
分
の
承

認
や
条
例
の
一
部
・
全
部
改
正
、
組
合
の
設
立
・
規
約
の
改
正
、

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
ほ
か
各
会
計
の
補
正
予
算
、
ま

た
、
令
和
５
年
度
各
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
認
定
、
債
権
の
放
棄
、

財
産
の
取
得
な
ど
、
25
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
教

育
委
員
会
教
育
長
・
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
、
人
権
擁
護
委
員

の
推
薦
を
審
議
し
、
採
決
の
結
果
、
全
て
の
議
案
を
原
案
ど
お
り
、

可
決
、
認
定
、
同
意
、
承
認
し
ま
し
た
（
各
議
案
に
対
す
る
、
議

員
の
賛
否
は
９
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

令
和
５
年
度
各
会
計
決
算
、

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を

可
決
・
認
定

９ 月
定 例 会

ト
ピ
ッ
ク
ス

９ 月
定 例 会今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
案
）

９月30日に行われた協議書の締結式

●
令
和
７
年
度
～　

施
設
整
備
基
本
計
画

●
令
和
７
年
度
～　

測
量
・
地
質
調
査

●
令
和
８
年
度
～　

事
業
者
選
定

●
令
和
10
年
度
～　

施
設
の
設
計
・
建
設

●
令
和
15
年
度
～　

施
設
稼
働

※
新
ご
み
処
理
施
設
整
備
基
本
構
想
か
ら
抜
粋
。

※
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
伺
う
予
定
で
す
。

令
和
元
年
12
月

令
和
２
年
３
月

令
和
３
年
９
月

令
和
４
年
８
月

令
和
５
年
４
月

令
和
６
年
５
月

令
和
６
年
９
月

埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合
の
解
散
及
び
財
産
処
分
に
つ
い
て

構
成
市
町
村
の
議
会
で
議
決

埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合
が
解
散

町
議
会
で
ご
み
処
理
施
設
建
設
に
関
す
る
特
別
委
員
会
を
設

置ご
み
処
理
施
設
建
設
候
補
地
の
選
定

川
島
町
・
桶
川
市
ご
み
処
理
広
域
化
協
議
会
を
設
置

ご
み
処
理
基
本
計
画
・
新
ご
み
処
理
施
設
整
備
基
本
構
想
を

策
定

川
島
桶
川
資
源
循
環
組
合
の
設
立
に
関
す
る
協
議
書
を
締
結
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９月定例会

受
験
生
の
支
援
と
い
う
こ
と
で

中
学
３
年
生
と
高
校
３
年
生
が

対
象
と
の
こ
と
だ
が
、
近
年
で

は
中
学
受
験
を
す
る
小
学
６
年

生
も
増
え
て
い
る
。
小
学
６
年

生
を
対
象
に
含
め
る
考
え
は
。

受
験
生
を
対
象
と
し
た
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
助

成
事
業
で
す
が
、
今
回
に
関
し
て

は
、
人
数
の
多
い
中
学
３
年
生
、

高
校
３
年
生
を
対
象
と
し
ま
し

た
。
中
学
受
験
に
取
り
組
む
小

学
６
年
生
は
少
な
い
こ
と
か
ら
、

現
時
点
で
は
対
象
に
含
め
る
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

中
学
３
年
生
と
高
校
３
年
生
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
の
一
部
が
助
成
さ
れ
ま
す

QA
主
な
質
問
は
次
の
と
お
り

　

町
内
に
住
む
中
学
３
年
生
と
高
校
３
年
生
の
年
齢
に
相
当
す
る
方

を
対
象
に
、
入
学
試
験
や
就
職
試
験
に
万
全
の
態
勢
で
臨
ん
で
も

ら
お
う
と
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
一
部

が
助
成
さ
れ
、
実
費
負
担
額
の
軽
減
が
図
ら
れ
ま
す
。

〈
議
案
第
51
号
〉
令
和
６
年
度
川
島
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

今
回
、
２
か
年
の
事
業
で
、
債

務
負
担
行
為
※

を
設
定
し
て
い
る

が
、
ど
う
い
う
理
由
か
。

ご
み
処
理
施
設
の
中
央
監
視
制

御
装
置
は
、
施
設
を
統
合
制
御

し
て
い
る
司
令
塔
の
よ
う
な
も

の
で
す
。
平
成
14
年
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
以
後
、
手
つ
か
ず
の
状
態

で
、
い
つ
止
ま
っ
て
も
お
か
し

く
な
い
状
況
で
す
。

 　

以
前
か
ら
プ
ラ
ン
ト
メ
ー

カ
ー
と
調
整
し
て
い
ま
し
た
が
、

金
額
面
等
で
折
り
合
い
が
つ
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
こ
で
、
新
ご

み
処
理
施
設
の
稼
働
時
期
が
固

ま
っ
て
き
た
こ
と
、
ま
た
、
別

の
事
業
者
か
ら
限
度
額
で
更
新

で
き
る
旨
の
提
案
を
も
ら
っ
た

こ
と
か
ら
、
今
回
、
修
繕
す
る

判
断
を
し
、
予
算
計
上
し
た
も

の
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
事
業
は
一

年
で
完
了
す
る
も
の
で
は
な
い

の
で
、
今
回
、
債
務
負
担
行
為

を
設
定
し
、
令
和
８
年
３
月
に

川
島
町
環
境
セ
ン
タ
ー
ご
み
処
理
施
設
の
中
央

監
視
制
御
装
置
が
２
か
年
で
更
新
さ
れ
ま
す

QA
主
な
質
問
は
次
の
と
お
り

〈
議
案
第
51
号
〉
令
和
６
年
度
川
島
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

ご
み
処
理
施
設
の
司
令
塔
と
も
い
え
る
、
中
央
監
視
制
御
装
置
は
、

平
成
14
年
度
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
か
ら
更
新
さ
れ
て
お
ら
ず
、
老
朽
化

が
著
し
い
た
め
、
令
和
６
年
度
・
７
年
度
の
２
か
年
事
業
で
、
装
置

が
更
新
さ
れ
ま
す
。

2

ト
ピ
ッ
ク
ス

９ 月
定 例 会

3

ト
ピ
ッ
ク
ス

９ 月
定 例 会

完
了
す
る
予
定
で
す
。
新
ご
み

処
理
施
設
稼
働
ま
で
の
約
８
年

を
運
転
さ
せ
る
た
め
に
は
必
要

不
可
欠
な
修
繕
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

川島町中学３年生・高校３年生インフルエンザ予防接種助成事業の概要

対 象 者

助 成 額

接 種 期 間

申 請 方 法

申 請 先

申 請 期 限

町内に住民登録がある中学３年生・高校３年生の年齢相当者

上限４，５００円（一人につき年度内１回まで）

令和６年 10 月 1 日（火）～令和７年１月 31 日（金）

①接種後、費用を支払って領収書をもらう

②必要書類（領収書、通帳など）をそろえて、町に申請

③町から指定口座へ助成金を支給

子育て支援課

令和 7 年 3 月 31 日（月）

２
か
年
で
更
新
す
る
ご
み
処
理

施
設
の
中
央
監
視
制
御
装
置

※
債
務
負
担
行
為
と
は
？

　

一
つ
の
事
業
や
事
務
が
そ
の
年
度
で
終

わ
ら
ず
、
後
の
年
度
で
も
支
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
合
に
、
あ
ら
か
じ
め
後
の

年
度
の
債
務
を
予
算
で
決
め
て
お
く
も
の
。



町の財政は 健全ですか？

79 億 2，628 万 9 千円

一般会計

歳　出

農林水産業費 議会費 その他

総務費

５万 4,742 円

土木費

4 万 1,667 円

１万 1,125 円 1,471 円

国 民 健 康 保 険
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療

水 道 事 業

会 計 名 歳入決算額 歳出決算額 差 引 残 額

25 億 1,184 万 8 千円
19 億 5,346 万 6 千円

3 億 238 万円
4 億 3,912 万 6 千円

9,849 万 2 千円
5 億 461 万 7 千円

1 億 8,731 万 5 千円

24 億 6,597 万円
18 億 9,982 万円

3 億 57 万 4 千円
4 億 4,022 万 5 千円
3 億 1,613 万 6 千円
4 億 7,783 万 9 千円
3 億 3,498 万 6 千円

4,587 万 8 千円
5,364 万 6 千円

180 万 6 千円
▲110 万円

▲2 億 1,764 万 4 千円
2,677 万 8 千円

▲1 億 4,767 万 1 千円

収益的収支

資本的収支

下水道事業
収益的収支

資本的収支

特
別
会
計

企
業
会
計

5,057 円

消防費

3 万 1,830 円

衛生費

4 万 3,253 円

5 万 9,699 円

教育費民生費

14 万 362 円

3 万 2,764 円

公債費

自

　
主

　
財

　
源

（

５
４．１％）

依

　
存

　
財

　
源

（
４

５．９％）

84億5，681万4千円

一般会計

歳　入

令和５年度 各会計決算
　皆さんが納めた税金はどのように配分され、どのように使われたか。令和５年度の各会計の

決算は、９月１９日の本会議で一般会計・特別会計・公営企業会計の決算を認定しました。一

般会計の決算額の内訳は円グラフに、特別会計、公営企業会計は表にして紹介します。

※企業会計の資本的収支の不足額は、損益勘定留保資金などで補てんしました。

議会運営と議会活動

町税
34 億 1,251 万 7 千円

町税
34 億 1,251 万 7 千円

総務費
10 億 2,828 万 2 千円

民生費
26 億 3,656 万 3 千円

消防費
5 億 9,789 万 4 千円

教育費
11 億 2,137 万 9 千円

土木費
7 億 8,266 万 4 千円

衛生費
8 億 1,246 万 2 千円

その他
2,763 万 5 千円

農林水産業費
2 億 897 万 8 千円

議会費
9,498 万 8 千円

公債費
6 億 1,544 万 4 千円

諸収入など
2 億 8,838 万 2 千円

地方譲与税
1 億 1,988 万 6 千円

繰越金
5 億 993 万 5 千円

繰入金
2 億 7,822 万 9 千円

分担金及び負担金
2,613 万 4 千円

使用料及び手数料
6,191 万 6 千円

地方消費税交付金
5 億 1,765 万 7 千円

地方交付税
13 億 5,232 万 9 千円

県支出金
4 億 7,394 万 5 千円

国庫支出金
10 億 6,182 万 3 千円

町債
2 億 2,078 万 7 千円

環境性能割交付金など
1 億 3,327 万 4 千円

総務費
10 億 2,828 万 2 千円

民生費
26 億 3,656 万 3 千円

消防費
5 億 9,789 万 4 千円

教育費
11 億 2,137 万 9 千円

土木費
7 億 8,266 万 4 千円

衛生費
8 億 1,246 万 2 千円

その他
2,763 万 5 千円

農林水産業費
2 億 897 万 8 千円

議会費
9,498 万 8 千円

公債費
6 億 1,544 万 4 千円

諸収入など
2 億 8,838 万 2 千円

地方譲与税
1 億 1,988 万 6 千円

繰越金
5 億 993 万 5 千円

繰入金
2 億 7,822 万 9 千円

分担金及び負担金
2,613 万 4 千円

使用料及び手数料
6,191 万 6 千円

地方消費税交付金
5 億 1,765 万 7 千円

地方交付税
13 億 5,232 万 9 千円

県支出金
4 億 7,394 万 5 千円

国庫支出金
10 億 6,182 万 3 千円

町債
2 億 2,078 万 7 千円

環境性能割交付金など
1 億 3,327 万 4 千円

令和５年度一般会計決算
町民一人当たりの金額
令和５年度一般会計決算
町民一人当たりの金額

高 齢 者・障 害 者 福 祉、
児童福祉等

庁舎管理や各種証明
書発行等

道路、公園、橋等

健康対策やごみ処理
等

町の借金の返済

農商工業振興や観光
振興等

消防・防災

学校教育、生涯学習、
スポーツ振興等

歳入・歳出それぞれ千円未満を四捨五入としているため、
実際の額と異なる場合があります。

※

令和 6 年３月３１日現在の人口 18,784 人で算出

一般会計の決算
歳　　入
歳　　出
差 引 額

８４億５，６８１万４千円
７９億２，６２８万９千円
５億３，０５２万５千円
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町の財政は 健全ですか？

79 億 2，628 万 9 千円

一般会計

歳　出

農林水産業費 議会費 その他

総務費

５万 4,742 円

土木費

4 万 1,667 円

１万 1,125 円 1,471 円

国 民 健 康 保 険
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療

水 道 事 業

会 計 名 歳入決算額 歳出決算額 差 引 残 額

25 億 1,184 万 8 千円
19 億 5,346 万 6 千円

3 億 238 万円
4 億 3,912 万 6 千円

9,849 万 2 千円
5 億 461 万 7 千円

1 億 8,731 万 5 千円

24 億 6,597 万円
18 億 9,982 万円

3 億 57 万 4 千円
4 億 4,022 万 5 千円
3 億 1,613 万 6 千円
4 億 7,783 万 9 千円
3 億 3,498 万 6 千円

4,587 万 8 千円
5,364 万 6 千円

180 万 6 千円
▲110 万円

▲2 億 1,764 万 4 千円
2,677 万 8 千円

▲1 億 4,767 万 1 千円

収益的収支

資本的収支

下水道事業
収益的収支

資本的収支

特
別
会
計

企
業
会
計

5,057 円

消防費

3 万 1,830 円

衛生費

4 万 3,253 円

5 万 9,699 円

教育費民生費

14 万 362 円

3 万 2,764 円

公債費

自

　
主

　
財

　
源

（

５
４．１％）

依

　
存

　
財

　
源

（
４

５．９％）

84億5，681万4千円

一般会計

歳　入

令和５年度 各会計決算
　皆さんが納めた税金はどのように配分され、どのように使われたか。令和５年度の各会計の

決算は、９月１９日の本会議で一般会計・特別会計・公営企業会計の決算を認定しました。一

般会計の決算額の内訳は円グラフに、特別会計、公営企業会計は表にして紹介します。

※企業会計の資本的収支の不足額は、損益勘定留保資金などで補てんしました。

議会運営と議会活動

町税
34 億 1,251 万 7 千円

町税
34 億 1,251 万 7 千円

総務費
10 億 2,828 万 2 千円

民生費
26 億 3,656 万 3 千円

消防費
5 億 9,789 万 4 千円

教育費
11 億 2,137 万 9 千円

土木費
7 億 8,266 万 4 千円

衛生費
8 億 1,246 万 2 千円

その他
2,763 万 5 千円

農林水産業費
2 億 897 万 8 千円

議会費
9,498 万 8 千円

公債費
6 億 1,544 万 4 千円

諸収入など
2 億 8,838 万 2 千円

地方譲与税
1 億 1,988 万 6 千円

繰越金
5 億 993 万 5 千円

繰入金
2 億 7,822 万 9 千円

分担金及び負担金
2,613 万 4 千円

使用料及び手数料
6,191 万 6 千円

地方消費税交付金
5 億 1,765 万 7 千円

地方交付税
13 億 5,232 万 9 千円

県支出金
4 億 7,394 万 5 千円

国庫支出金
10 億 6,182 万 3 千円

町債
2 億 2,078 万 7 千円

環境性能割交付金など
1 億 3,327 万 4 千円

総務費
10 億 2,828 万 2 千円

民生費
26 億 3,656 万 3 千円

消防費
5 億 9,789 万 4 千円

教育費
11 億 2,137 万 9 千円

土木費
7 億 8,266 万 4 千円

衛生費
8 億 1,246 万 2 千円

その他
2,763 万 5 千円

農林水産業費
2 億 897 万 8 千円

議会費
9,498 万 8 千円

公債費
6 億 1,544 万 4 千円

諸収入など
2 億 8,838 万 2 千円

地方譲与税
1 億 1,988 万 6 千円

繰越金
5 億 993 万 5 千円

繰入金
2 億 7,822 万 9 千円

分担金及び負担金
2,613 万 4 千円

使用料及び手数料
6,191 万 6 千円

地方消費税交付金
5 億 1,765 万 7 千円

地方交付税
13 億 5,232 万 9 千円

県支出金
4 億 7,394 万 5 千円

国庫支出金
10 億 6,182 万 3 千円

町債
2 億 2,078 万 7 千円

環境性能割交付金など
1 億 3,327 万 4 千円

令和５年度一般会計決算
町民一人当たりの金額
令和５年度一般会計決算
町民一人当たりの金額

高 齢 者・障 害 者 福 祉、
児童福祉等

庁舎管理や各種証明
書発行等

道路、公園、橋等

健康対策やごみ処理
等

町の借金の返済

農商工業振興や観光
振興等

消防・防災

学校教育、生涯学習、
スポーツ振興等

歳入・歳出それぞれ千円未満を四捨五入としているため、
実際の額と異なる場合があります。

※

令和 6 年３月３１日現在の人口 18,784 人で算出

一般会計の決算
歳　　入
歳　　出
差 引 額

８４億５，６８１万４千円
７９億２，６２８万９千円
５億３，０５２万５千円
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＜報告第４号＞令和５年度川島町健全化判断比率について
＜報告第５号＞令和５年度川島町水道事業会計資金不足比率について
＜報告第６号＞令和５年度川島町下水道事業会計資金不足比率について

健全化判断比率・資金不足比率

代表監査委員
大澤　晃

監査委員
小峯　松治

※詳しくは、町
ＨＰに掲載して
います。

■決算審査意見
　令和５年度一般会計、各特別会計（国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療）及び公営
企業会計（水道、下水道）の決算、基金運用状況、財政健全化・経営健全化について、監査
委員によりそれぞれ審査が行われ、９月５日の定例会の本会議で意見が述べられました。

　地方公共団体の財政状況を確認するための指標として、 「健全化判断比率 （４つの財務

指標）」 と公営企業会計の 「資金不足比率」 があります。 令和５年度の決算に基づいて

算定された健全化判断比率と資金不足比率は、 監査委員の審査に付され、 いずれの指

標も町の財政状況が健全であると、 報告がありました。

公営企業会計

一般会計・特別会計

（留意・改善事項）

（留意・改善事項）

「水道事業経営戦略」で検討した料金改
定を含め、健全な経営状況への改善と安
定的な水道水の供給に努めてほしい。

「下水道事業経営戦略」に基づき、繰入
金に頼らない経営体質の改善と社会情勢
を捉えた経営の安定に努めてほしい。

水道事業会計

下水道事業会計

項 　 　 目 内 容

一般会計等が赤字となった場合、その大きさを町の財政規模に対す
る割合で表したもの実 質 赤 字 比 率

上下水道など公営企業も含めた町全体が赤字となった場合、その大
きさを財政規模に対する割合で表したもの連結実質赤字比率

一般会計等の公債費や公営企業会計への繰出金などによる財政負担
の程度を表すもの。25% 以上だと健全化の取組が必要実質公債費比率

町の将来負担の程度を示すもの。令和５年度は、充当可能基金や基
準財政需要額算定見込み額の減少により、町の将来負担が増加しま
した。３５０% 以上だと健全化の取組が必要

将 来 負 担 比 率

―
（黒字）

―
（黒字）

―
（不足なし）

4 . 1

1 . 9

上下水道など公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模と比較し
て指標化したもの資 金 不 足 比 率

健
全
化
判
断
比
率

指 標 結 果解 説

一般のふるさと納税、企業版ふるさと納税ともに、より一層のＰＲ方法を検討し
てもらいたい。ふるさと納税推進事業

公平性の観点から、給与・預貯金・不動産等の滞納処分を適切に執行してもらい
たい。

税 金 の 未 納 者 対 策

法定点検未受検者に対し、もっと強いアプローチをし、河川環境浄化の推進をし
てもらいたい。

合 併 処 理 浄 化 槽
未 受 検 者 対 策

今後も信頼性の高い行政サービスと健全財政との両立を図ってもらいたい。健 全 財 政 と の 両 立

町からの支援が終了しても、安定的な経営ができるように努めてほしい。一般社団法人さまちか

項 目 内 容
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問　

現
在
の
進
捗
ち
ょ
く

状
況
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

現
在
は
、
国
と
の
農
林
調
整
の
最
終
段
階
で
す
。

今
後
、
県
か
ら
産
業
誘
導
地
区
の
選
定
を
受
け
、
そ
の

後
に
都
市
計
画
案
の
縦
覧
の
手
続
を
行
い
ま
す
。
な
お
、

県
の
関
係
課
と
都
市
計
画
手
続
に
つ
い
て
は
、
協
議
を

進
め
て
い
ま
す
。

横塚川（出丸中郷地内）の損傷個所を
確認する

総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会

　

県
が
管
理
す
る
横
塚
川
は
、
出
丸
地
区

内
を
流
れ
る
荒
川
水
系
の
一
級
河
川
で

す
。
ま
た
、
流
末
に
は
「
横
塚
樋
管
」
が

あ
り
、
入
間
川
に
放
流
さ
れ
る
排
水
路
と

し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

委
員
会
で
は
、
老
朽
化
し
た
護
岸
の
損
傷

個
所
を
確
認
し
ま
し
た
。
議
会
で
も
、
町

長
を
会
長
と
す
る
安
藤
川
・
横
塚
川
改
修

促
進
協
議
会
を
通
じ
て
、
早
期
改
修
に
向

け
、
県
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

横
塚
川
の
護
岸
の
状
況
を
確
認

委
員
長
の
コ
メ
ン
ト

川
島
Ｉ
Ｃ
南
側
開
発

◆ 

議
案
第
51
号　

一
般
会
計
補
正
予
算(

第
３
号)

問　

学
校
跡
地
の
今
後
の
利
活
用
は
。
ま
た
、
売
却
も

検
討
し
て
い
る
の
か
。

答　

現
在
は
内
部
だ
け
の
検
討
と
な
っ
て
い
ま
す
。
学

校
跡
地
の
利
活
用
は
、
法
的
規
制
が
厳
し
く
、
民
間
の

工
場
な
ど
へ
の
用
途
変
更
は
で
き
な
い
状
況
で
す
。
全

国
的
な
課
題
で
も
あ
る
の
で
、
規
制
緩
和
に
向
け
県
町

村
会
等
を
通
じ
て
引
き
続
き
、
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
跡
地
の
管
理

◆ 

議
案
第
56
号　

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

問　

か
わ
み
ん
タ
ク
シ
ー
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
応
対

に
つ
い
て
苦
情
の
声
が
あ
る
が
。

答　

実
際
の
応
対
や
予
約
関
係
に
お
い
て
、
ク
レ
ー
ム

が
入
っ
て
い
ま
す
。
事
業
者
に
事
情
聴
取
を
行
い
、
利

用
者
に
迷
惑
、
影
響
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
指
導
し
て

い
る
状
況
で
す
。
ま
た
、
地
域
公
共
交
通
会
議
で
も
、

供
給
不
足
の
対
策
と
し
て
他
の
事
業
者
の
参
入
も
検
討

し
て
み
て
は
と
い
っ
た
意
見
が
出
て
い
ま
し
た
。

か
わ
み
ん
タ
ク
シ
ー

◆ 

議
案
第
56
号　

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

問　

菅
間
一
元
歴
史
文
化
基
金
の
使
い
方
に
つ
い
て

は
。
ま
た
、
古
民
家
の
運
用
は
。

答　

基
金
は
、
５
千
万
円
の
寄
付
金
が
原
資
で
す
。
基

本
的
に
は
施
設
の
改
修
費
に
充
て
、
残
金
は
運
営
費
に

充
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
執
行
は
維
持
運

用
作
業
と
維
持
管
理
業
務
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
に

密
着
し
た
古
民
家
再
生
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。 古

民
家(

旧
菅
間
邸
）

◆ 

議
案
第
56
号　

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

問　

経
営
所
得
安
定
対
策
事
業
費
補
助
金
の
内
容
は
。

答　

水
稲
以
外
の
栽
培
農
家
に
対
し
て
、
国
及
び
県
か

ら
直
接
交
付
さ
れ
ま
す
。
決
算
額
は
、
当
該
事
業
の
事

務
局
で
あ
る
農
協
へ
の
事
務
経
費
の
補
助
金
で
す
。
農

家
へ
の
補
助
は
94
名
が
申
請
し
、
国
や
県
か
ら
の
支
払

総
額
は
、
合
計
で
２
億
５
千
万
円
強
に
な
り
ま
す
。

農
業
者
支
援
事
業

◆ 

議
案
第
56
号　

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

問　

町
で
は
井
戸
水
（
地
下
水
）
も
利
用
し
て
い
る
が
、

水
質
の
異
常
は
な
い
の
か
。

答　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
、
発
が
ん
性
が
指
摘
さ
れ
る
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
の
総
称
で
す
。
検
査
の
結
果
、
町
の
井

戸
水
は
国
の
暫
定
基
準
値
以
下
で
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
県
水
も
問
題
は
な
い
と
の
報
告
を
受
け
て
お
り
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ(

ピ
ー
フ
ァ
ス)

と
水
道
水

◆ 

議
案
第
60
号　

水
道
事
業
会
計
決
算
認
定

委員会のうごき

　

総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会
（
矢
内
秀
憲
委
員
長
）
は
、
９
月
９
日
（
月
）、
10
日
（
火
）
の
２
日
間
、
議
長
か
ら
付
託
さ
れ
た
８

議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。
全
て
の
議
案
を
審
議
し
、
終
了
後
、
横
塚
川
の
護
岸
の
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。
主
な
も
の
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
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委員会のうごき

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

問　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
数
、
マ
イ
ナ
保
険
証
と
し

て
紐
づ
け
が
済
ん
で
い
る
人
数
、
保
険
証
の
利
用
率
は
。

答　

加
入
者
数
は
、
令
和
５
年
度
末
で
４
，
３
６
８
人
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
保
険
証
の
紐
づ
け
が
済
ん
で

い
る
方
は
、
２
，
８
９
７
人
、
利
用
率
は
13
・
６
％
で
す
。

施工業社から、工事の概要説明を聞く

　

令
和
７
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
小
中
一

貫
教
育
に
併
せ
て
統
合
と
な
る
、
つ
ば
さ
小

学
校
低
学
年
棟
の
工
事
の
進
捗ち
ょ
く

状
況
を
、

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
で
確
認
し
ま
し
た
。

校
舎
は
、
軽
量
鉄
骨
造
平
屋
建
て
の
３
棟
で
、

屋
根
が
三
層
に
な
っ
て
お
り
、
暑
さ
を
し

の
げ
る
構
造
で
安
心
し
ま
し
た
。
校
庭
が
狭

く
な
る
の
で
は
と
い
う
心
配
も
あ
り
ま
し
た

が
、
影
響
は
少
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

つ
ば
さ
小
学
校
低
学
年
棟
建
設
工
事
を
確
認

委
員
長
の
コ
メ
ン
ト

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
と
保
険
証
の
紐
づ
け

◆ 

議
案
第
44
号　

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

問　

つ
ば
さ
小
学
校
低
学
年
棟
太
陽
光
発
電
設
備
設
置

工
事
費
を
全
額
減
額
す
る
理
由
は
。

答　

こ
の
事
業
自
体
を
政
策
推
進
課
が
引
き
継
ぎ
、
令

和
７
年
度
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
低
学
年
棟
３
棟
に

２
１
６
枚
の
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。
教
育
に

還
元
し
て
い
け
る
よ
う
事
業
者
と
連
携
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
ま
す
。

つ
ば
さ
小
学
校
低
学
年
棟
太
陽
光
発
電

◆ 

議
案
第
51
号　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

問　

購
入
す
る
図
書
を
選
定
す
る
の
は
誰
か
。
ぜ
ひ
、

日
本
を
学
び
、
誇
り
に
思
え
る
図
書
を
購
入
し
て
ほ
し

い
。

答　

購
入
図
書
の
選
定
は
、
図
書
館
の
司
書
の
資
格
を

有
す
る
職
員
が
中
心
に
な
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
日
本

の
こ
と
を
知
る
、
学
ぶ
こ
と
は
大
事
な
こ
と
な
の
で
、

よ
り
良
い
内
容
の
図
書
を
司
書
と
選
ん
で
い
き
ま
す
。

購
入
図
書
の
選
定
は

◆ 

議
案
第
51
号　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

問　

学
童
保
育
の
電
気
料
金
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

答　

学
童
保
育
か
っ
ぱ
く
ら
ぶ
と
つ
ば
さ
北
学
童
ク
ラ

ブ
は
、
町
の
施
設
の
一
部
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

使
用
し
た
分
の
電
気
料
を
町
へ
支
払
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
他
の
学
童
保
育
は
、
独
立
し
た
施
設
で
あ
る
た
め
、

学
童
保
育
が
個
別
に
支
払
い
を
し
て
い
ま
す
。

学
童
保
育
の
電
気
料

◆ 

議
案
第
56
号　

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

問　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
さ
れ
る
方
が
少

な
い
が
、
５
年
先
、
10
年
先
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

新
し
い
形
の
セ
ン
タ
ー
を
模
索
し
て
ほ
し
い
。

答　

今
後
は
、
民
間
企
業
の
力
も
借
り
な
が
ら
、
様
々

な
工
夫
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
今

後
の
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
今
後

◆ 

議
案
第
56
号　

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

問　

全
国
に
は
、
学
校
給
食
費
を
無
償
化
し
て
い
る
自

治
体
が
あ
る
が
、
町
は
ど
の
よ
う
な
方
向
で
考
え
て
い

る
の
か
。

答　

今
の
段
階
で
は
、
現
状
を
維
持
し
て
い
く
べ
き
と

考
え
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
就
学
支
援
制
度
に
該
当
す

る
児
童
生
徒
を
対
象
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化

◆
議
案
第
56
号　

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
（
加
藤　

進
委
員
長
）
は
、
９
月
９
日
（
月
）、
10
日
（
火
）
の
２
日
間
、
議
長
か
ら
付
託
さ
れ
た
13
議
案

を
審
議
し
ま
し
た
。
全
て
の
議
案
を
審
議
し
、
終
了
後
、
つ
ば
さ
小
学
校
低
学
年
棟
建
設
の
工
事
現
場
の
確
認
と
、
学
校
給
食
の
試
食

を
行
い
ま
し
た
。
主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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各議員の賛否

※「〇」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席を表しています。「－」は議長もしくは退席のため表決していません。

各 議 員 の 賛 否

結　
　

果

道
祖
土 　

証

小
高 　

春
雄

菊
地　

敏
昭

森
田　

敏
男

爲
水　

順
二

小
峯　

松
治

柴
田　

一
典

矢
内　

秀
憲

渋
谷　

幸
司

加
藤　

  　

進

粕
谷　

克
己

坂
本　

順
子

山
﨑　

宣
佳

井
上　

智
恵

上 程 さ れ た 議 案

承 認 ―〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

可 決 ―〇〇〇〇〇欠〇〇〇〇〇〇〇

議 員 氏 名

可 決 ―〇〇〇〇〇欠〇〇〇〇〇〇〇

可 決 ―〇〇〇〇〇欠〇〇〇〇〇〇〇

（
※
議
員
名
は
、
議
席
順
と
な
っ
て
い
ま
す
）

川島町国民健康保険条例の一部改正

川島桶川資源循環組合の設立
川越地区消防組合規約の一部改正

川島町一般会計補正予算（第３号）
川島町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
川島町介護保険特別会計補正予算（第１号）
川島町水道事業会計補正予算（第１号）
川島町下水道事業会計補正予算（第１号）

川島町一般会計歳入歳出決算
川島町国民健康保険特別会計歳入歳出決算
川島町介護保険特別会計歳入歳出決算
川島町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
川島町水道事業会計決算
川島町下水道事業会計決算

債権の放棄

財産の取得（追認）（令和２年度取得分） 
財産の取得（追認）（令和２年度取得分） 
財産の取得（追認）（令和３年度取得分） 
財産の取得（追認）（令和元年度取得分） 
財産の取得（追認）（令和５年度取得分） 

教育委員会教育長の任命
教育委員会委員の任命
人権擁護委員の推薦

可 決 ―〇〇〇〇〇欠〇×〇〇〇〇〇

可 決 ―〇〇〇〇〇欠〇〇〇〇〇〇〇

可 決 ―〇〇〇〇〇欠〇〇〇〇〇〇〇

可 決 ―〇〇〇〇〇欠〇〇〇〇〇〇〇

可 決 ―〇〇〇〇〇欠〇〇〇〇〇〇〇

認 定 ―〇〇〇〇〇欠〇〇〇〇〇〇〇

●教育委員会教育長・教育委員会委員の任命、人権擁護委員の推薦
審議の結果、教育委員会教育長に関

せ き ぐ ち た か し

口敬氏氏を、教育委員会委員に矢
や べ

部春
は る み

美氏を任命することに同意しました。また、人権擁護委員に
大
お お の

野晴
は る よ

代氏を再度推薦することを承認しました。

問　

全
国
に
は
、
学
校
給
食
費
を
無
償
化
し
て
い
る
自

治
体
が
あ
る
が
、
町
は
ど
の
よ
う
な
方
向
で
考
え
て
い

る
の
か
。

答　

今
の
段
階
で
は
、
現
状
を
維
持
し
て
い
く
べ
き
と

考
え
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
就
学
支
援
制
度
に
該
当
す

る
児
童
生
徒
を
対
象
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

専決処分の承認（議案第 43 号）   
専決処分の承認（令和６年度川島町一般会計補正
予算（第２号））
条例の一部改正（議案第 44 号）

条例の全部改正（議案第 45 ～ 48 号）  
川島町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運
営に関する基準を定める条例

川島町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備
及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護
予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例

川島町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する
基準を定める条例

川島町指定介護予防支援事業の人員及び運営並びに指定介
護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法
に関する基準を定める条例

令和５年度 決算認定（議案第 56 ～ 61 号）  

人事に関すること（議案第 68・69 号、諮問第 1 号） 

債権の放棄（議案第 62 号）   

財産の取得（議案第 63 ～ 67 号）   

令和６年度 補正予算（議案第 51 ～ 55 号）  

組合の設立・規約の改正（議案第 49・50 号） 

可 決 ―〇〇〇〇〇欠〇〇〇〇〇〇〇

可 決 ―〇〇〇〇〇欠〇〇〇〇〇〇〇
可 決 ―〇〇〇〇〇欠〇〇〇〇〇〇〇
可 決 ―〇〇〇〇〇欠〇〇〇〇〇〇〇

認 定 ―〇〇〇〇〇欠〇〇〇〇〇〇〇
認 定 ―〇〇〇〇〇欠〇〇〇〇〇〇〇
認 定 ―〇〇〇〇〇欠〇〇〇〇〇〇〇
認 定 ―〇〇〇〇〇欠〇〇〇〇〇〇〇
認 定 ―〇〇〇〇〇欠〇〇〇〇〇〇〇

可 決 ―〇〇〇〇〇欠〇〇〇〇〇〇〇

可 決 ―〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
可 決 ―〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
可 決 ―〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
可 決 ―〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
可 決 ―〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

同 意 ―〇〇〇〇〇欠〇〇〇〇〇〇〇
同 意 ―〇〇〇〇〇欠〇〇〇〇〇〇〇
承 認 ―〇〇〇〇〇欠〇〇〇〇〇〇〇
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いっぱん質問

問　

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
具
体
的
な

支
援
と
は
。

答　

①　

月
７
日
以
上
欠
席
し
て
い
る

よ
う
な
不
登
校
傾
向
に
あ
る
児
童
生
徒

へ
の
対
策
と
し
て
、
さ
わ
や
か
相
談
室

等
へ
の
別
室
登
校
に
よ
り
、
登
校
や
相

談
が
し
や
す
い
よ
う
に
支
援
し
て
い
ま

す
。

②　

ほ
と
ん
ど
登
校
で
き
な
い
児
童
生

徒
に
は
、
ま
な
び
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
、
し
ら
さ
ぎ
教
室
へ
の
通
室
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

③　

登
校
も
、
し
ら
さ
ぎ
教
室
へ
の
通

室
も
難
し
い
児
童
生
徒
へ
の
支
援
と
し

て
、
10
月
か
ら
、
仮
想
空
間
の
中
に
教

室
や
相
談
室
を
作
り
、
そ
こ
に
通
室
し

て
共
同
学
習
を
行
う
「
教
育
メ
タ
バ
ー

ス
」
で
学
習
支
援
し
ま
す
。

問　

不
登
校
児
童
生
徒
の
健
康
診
断
は
。

答　

全
て
の
健
診
日
を
事
前
に
保
護
者

へ
周
知
し
、
就
学
校
で
受
診
で
き
な
い

場
合
は
他
の
学
校
で
も
受
診
で
き
る
よ

う
に
し
ま
す
。
ま
た
、
他
の
児
童
生
徒

と
受
診
時
間
や
受
診
場
所
を
分
け
る
な

ど
、
各
学
校
の
養
護
教
諭
か
ら
な
る
養

護
部
会
に
お
い
て
検
討
し
ま
す
。

問　

学
校
生
活
管
理
指
導
表
は
、
毎
年
、

提
出
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
。

答　

発
行
料
金
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、

医
師
か
ら
今
後
の
安
全
配
慮
が
必
要
な

い
と
の
判
断
が
さ
れ
た
場
合
、
管
理
指

導
表
に
代
わ
る
任
意
の
書
類
の
提
出
で

代
替
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、

養
護
部
会
と
教
育
委
員
会
で
、
保
護
者

の
負
担
軽
減
が
図
れ
る
よ
う
、
慎
重
に
、

ま
た
前
向
き
に
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

問　

学
童
保
育
ど
り
い
む
く
ら
ぶ
の
部

屋
を
増
や
す
こ
と
は
で
き
る
か
。

答　

要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
空
き

教
室
が
用
意
で
き
る
よ
う
、
学
校
と
協

議
し
、
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

不
登
校
児
童
の
町
と
し
て
の
支
援
は

本
人
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
し
て
ま

い
り
ま
す

町の考えを問う
９月１７日、１８日に町政一般質問が行われ、９人の議員が登壇し

ました。各議員の発言事項と、その概要は次のとおりです。

１　

不
登
校
児
童
生
徒
に
つ
い
て

２　

学
校
生
活
管
理
指
導
表
に
つ
い
て

３　

学
童
保
育
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
に
つ
い
て

１　

町
の
防
災
に
つ
い
て

２　

町
の
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
い
て

１　

小
中
一
貫
教
育
と
教
職
員
の
業
務
軽
減
に
つ
い
て

１　

小
中
学
校
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ　

　
　

い
て

２　

飯
島
一
号
雨
水
幹
線
の
整
備
計
画
の
進
捗
状
況
は

１　

災
害
時
に
お
け
る
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

２　

中
学
校
に
お
け
る
制
服
の
扱
い
に
つ
い
て

１　

町
の
広
報
・
広
聴
に
つ
い
て

２　

町
の
上
水
道
事
業
に
つ
い
て

３　

高
齢
化
と
住
居
と
社
会
の
無
縁
化
に
つ
い
て

１　

農
業
振
興
に
つ
い
て

２　

通
学
路
の
安
全
対
策
及
び
危
険
箇
所
の
整
備
に
つ
い
て　

３　

コ
バ
ト
ン
Ａ
Ｌ
Ｋ
Ｏ
Ｏ
（
あ
る
こ
う
）
マ
イ
レ
ー
ジ
事

　
　

業
の
普
及
に
つ
い
て

１　

わ
が
町
の
観
光
振
興
に
つ
い
て

２　

子
供
た
ち
の
教
育
環
境
に
つ
い
て

１　

町
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

２　

遊
休
農
地
の
解
消
対
策
に
つ
い
て

坂
本　

順
子　

議
員

加
藤　

進　

議
員

渋
谷　

幸
司　

議
員

山
﨑　

宣
佳　

議
員

柴
田　

一
典　

議
員

菊
地　

敏
昭　

議
員

井
上　

智
恵　

議
員

粕
谷　

克
己　

議
員

矢
内　

秀
憲　

議
員

―おわび―
今回、機器のトラブルにより、一部の質問が録画できなかった
ため、二次元コードを付けておりません。ご了承ください。なお、
町のホームページでは、録画配信をしています。

坂本　順子 議員登下校風景

※
一
般
質
問
の
内
容
は
各
質
問
議
員
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
て

い
ま
す
。
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いっぱん質問

問　

今
年
度
の
水
防
訓
練
は
、
町
職
員
、

消
防
署
、
水
防
団
で
行
っ
て
い
た
が
、
１

年
に
一
度
の
各
地
区
で
の
訓
練
な
の
で
、

自
主
防
災
組
織
や
水
防
協
議
会
委
員
に

も
参
加
を
し
て
も
ら
い
、
訓
練
を
し
た
ほ

う
が
良
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
防
災
訓
練

も
、
小
・
中
学
生
の
参
加
を
促
せ
な
い
か
。

い
ち
早
く
役
場
職
員
と
気
が
付
く
よ
う

に
、
作
業
服
と
帽
子
を
見
や
す
く
で
き

な
い
か
。
ま
た
、
今
年
の
防
災
訓
練
を

11
月
10
日
に
変
更
し
た
理
由
は
。

答　

自
主
防
災
組
織
の
皆
さ
ん
に
は
、
町

外
広
域
避
難
訓
練
に
参
加
を
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
水
防
協
議
会
委
員
に
も

お
声
が
け
を
し
て
い
ま
す
。
防
災
訓
練

の
日
程
変
更
は
、
暑
さ
対
策
に
よ
り
11

月
に
変
更
し
ま
し
た
。
小
・
中
学
生
に
は
、

防
災
意
識
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

参
加
を
促
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

職
員
と
わ
か
る
方
法
と
し
て
、
防
災
ベ

ス
ト
を
着
用
す
る
な
ど
を
考
え
て
お
り

ま
す
。

問　

若
者
に
人
気
の
あ
る
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
や
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
、
ダ
ン
ス
、

フ
ッ
ト
サ
ル
な
ど
が
で
き
る
場
所
や
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
ら
れ
な
い
か
。

　

ま
た
、
優
秀
な
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
岩

井
ツ
イ
ン
ズ
や
、
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

日
本
代
表
監
督
を
さ
れ
た
宇
津
木
妙
子

さ
ん
な
ど
が
い
る
の
で
、
パ
タ
ー
ゴ
ル

フ
が
で
き
る
公
園
や
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
実
業
団
観
戦
ツ
ア
ー
な
ど
が
開
催
で

き
な
い
か
。

答　

各
競
技
の
専
用
施
設
の
整
備
は
、

ニ
ー
ズ
の
把
握
と
、
費
用
対
効
果
も
含
め

検
討
し
ま
す
。
簡
易
な
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ

が
で
き
る
よ
う
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ

に
取
り
込
む
と
と
も
に
、
体
験
型
ツ
ア
ー

も
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。屋内型のフットサルコート

問　

小
中
一
貫
教
育
が
始
ま
る
川
島
中

学
校
周
辺
に
は
、
水
路
が
た
く
さ
ん
あ

る
の
で
、
フ
ェ
ン
ス
な
ど
の
転
落
防
止

対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
小

中
一
貫
教
育
の
具
体
的
な
取
組
は
。
９

年
間
の
系
統
的
な
一
貫
教
育
へ
と
「
新

し
い
教
育
シ
ス
テ
ム
」
が
始
ま
る
中
で
、

伊
草
小
学
校
の
分
散
進
学
を
見
直
す
考

え
は
。
町
の
不
登
校
の
現
状
と
対
策
は
。

答　

水
路
の
転
落
防
止
対
策
と
し
て
、

ふ
た
が
け
や
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
は
必
要

な
い
と
判
断
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

安
全
対
策
と
し
て
、
注
意
喚
起
の
看
板

や
ポ
ス
ト 

コ
ー
ン
の
設
置
、
安
全
指
導

を
徹
底
し
て
ま
い
り
ま
す
。
小
中
一
貫

教
育
で
は
、
中
学
校
の
教
員
が
専
門
性

を
生
か
し
て
音
楽
・
美
術
で
乗
入
れ
授

業
を
行
い
、
縦
割
り
活
動
や
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
交
流
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
伊

草
小
学
校
の
分
散
進
学
は
現
在
の
と
こ

ろ
、
通
学
区
域
の
再
編
成
が
必
要
で
あ

る
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
令
和
５

年
度
の
不
登
校
児
童
生
徒
は
、
年
々
増

え
て
43
名
で
す
。
西
中
学
校
で
は
「
不

登
校
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
今
後
も
多
角
的
に

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

問　

教
職
員
の
長
時
間
労
働
は
大
き
な

社
会
問
題
で
あ
る
。
町
の
教
職
員
の
長
時

間
労
働
の
実
態
は
ど
う
か
。
ま
た
、
業
務

に
対
す
る
軽
減
対
策
は
何
か
。

答　

超
過
勤
務
の
状
況
は
、
小
学
校
で
ひ

と
月
あ
た
り
45
時
間
以
上
が
45
％
、
中
学

校
は
26
％
で
す
。
長
時
間
労
働
は
健
康
に

深
刻
な
影
響
を
与
え
る
の
で
、
業
務
支
援

員
や
生
徒
指
導
員
の
配
置
、
部
活
動
の
外

部
指
導
員
等
の
活
用
や
、
校
務
支
援
シ
ス

テ
ム
の
導
入
な
ど
で
効
率
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
に
お
い
て
は
、

正
規
職
員
の
割
合
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

川島中西側の転落防止用柵が
なくて危険な水路

若
者
に
人
気
が
あ
る
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー

ト
を
建
設
で
き
な
い
か

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
費
用
対
効
果
も

含
め
て
検
討
し
て
い
き
ま
す

川
島
中
学
校
周
辺
の
水
路
が
危
険
で

は
な
い
か

注
意
喚
起
の
看
板
設
置
な
ど
、
安
全

対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す

加 藤　　 進 議員

渋谷　幸司 議員
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いっぱん質問

問　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
お
い
て
学
校
間
の

格
差
を
感
じ
る
か
。

答　

学
校
訪
問
や
授
業
参
観
を
通
じ
て
、

格
差
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特

に
、「
個
別
的
な
学
び
」
や
「
協
働
的
な

学
び
」
に
発
展
さ
せ
て
い
る
か
を
見
る

と
、
学
校
間
や
先
生
ご
と
の
取
組
に
は

差
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

問　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
お
い
て
教
職
員
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
負
担
軽
減
策
は
。

答　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
効
果
的
に
活
用
す

る
方
法
を
学
び
、
学
校
全
体
で
組
織
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
教
員
同
士
が

相
互
に
学
び
合
う
こ
と
で
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
り
、
さ
ら
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
詳
し

い
管
理
職
が
研
修
を
通
じ
て
支
援
し
て

い
ま
す
。

問　

川
島
町
が
目
指
す
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に

つ
い
て
取
組
と
将
来
像
は
。　

答　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
生
徒
自
ら
の
考

え
を
深
め
成
長
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。
町
内
の
小
中
学
校
が

一
体
感
の
あ
る
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

問　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
更
新
計
画
は
。

答　

埼
玉
県
が
主
導
す
る
共
同
調
達
会

議
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
国
の
基
準
を

満
た
し
た
端
末
を
選
定
し
、
令
和
８
年

３
月
ま
で
に
更
新
を
行
う
予
定
で
す
。

現
在
使
用
中
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
予
備
機
を
確
保
し
て
い
る
た
め
、
バ
ッ

テ
リ
ー
劣
化
に
も
対
応
可
能
で
、
更
新

ま
で
の
残
り
１
年
以
上
の
期
間
も
運
用

で
き
る
見
込
み
で
す
。　

問　

飯
島
一
号
雨
水
幹
線
整
備
と
道
路

冠
水
解
消
の
考
え
は
。	

答　

飯
島
一
号
雨
水
幹
線
は
、
中
山
地

区
の
内
水
を
排
水
し
内
水
氾
濫
を
防
止

低
減
す
る
重
要
な
路
線
で
す
。
道
路
冠

水
箇
所
の
速
や
か
な
調
査
と
早
急
な
整

備
を
指
示
し
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ん

の
不
安
解
消
と
安
心
確
保
を
進
め
ま
す
。

児童生徒に一人一台支給されて
いるタブレット端末

問　

一
部
の
自
治
会
で
は
、
自
治
会
長

以
外
の
人
を
中
心
に
活
動
を
行
っ
て
い

る
よ
う
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
の
自
治
会
で

は
自
治
会
長
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
。

こ
こ
３
、４
年
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ

り
、
自
主
防
災
組
織
と
し
て
の
活
動
が

薄
れ
て
い
る
現
状
が
あ
る
。
一
方
、
自

治
会
そ
の
も
の
も
負
担
を
強
く
感
じ
る

人
た
ち
が
現
れ
、
班
単
位
で
脱
会
す
る

よ
う
な
現
状
も
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
自
主
防
災
組
織
の
最
低
限

の
活
動
を
示
し
、
そ
れ
以
外
の
活
動
に

つ
い
て
は
、
や
る
、
や
ら
な
い
も
含
め
、

自
治
会
に
任
せ
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法

で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
町
の
考
え
は
。

答　

自
治
会
活
動
の
負
担
を
減
ら
す
こ

と
や
、
無
理
の
な
い
自
主
防
災
組
織
活

動
に
つ
い
て
は
、
ご
指
摘
の
と
お
り
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
考
慮
し
な
が

ら
、
ど
ん
な
ふ
う
に
進
め
て
い
け
ば
よ

い
か
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

川
島
中
学
校
の
新
入
生
が
、
通
学

時
や
授
業
に
お
い
て
、
制
服
の
受
け
止

め
方
を
学
生
服
と
セ
ー
ラ
ー
服
と
い
う

認
識
を
持
っ
て
、
４
月
、
５
月
過
ご
し

て
い
た
。「
Ｔ
・
Ｐ
・
Ｏ
に
応
じ
た
服
装

の
基
本
約
束
」
の
中
に
出
て
く
る
制
服

と
は
、
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
や
半
そ
で
シ
ャ
ツ

も
含
む
と
の
学
校
の
解
釈
で
あ
り
、
生

徒
や
保
護
者
の
解
釈
と
は
大
き
な
違
い

が
あ
っ
た
。
こ
の
表
記
に
は
、
非
常
に

分
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
改
め

て
の
説
明
や
表
記
の
改
善
な
ど
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
意
見
な
ど
も
聞
き
な
が
ら
対
応
し

て
も
ら
え
な
い
か
。

答　

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
生
徒
会
な
ど
の
意
見
も

取
り
入
れ
な
が
ら
、
生
徒
が
よ
り
過
ご

し
や
す
い
学
校
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

災害時避難行動要支援者台帳

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
成
果
と
課
題
は

学
習
意
欲
の
向
上
が
見
ら
れ
た
一
方

で
情
報
活
用
能
力
の
育
成
が
必
要

地
域
の
負
担
を
考
慮
し
た
自
主
防

災
組
織
に

十
分
配
慮
し
て
ま
い
り
ま
す

柴田　一典 議員

山﨑　宣佳 議員
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いっぱん質問

問　

水
は
あ
ら
ゆ
る
生
命
の
源
で
あ
り

生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重

な
資
源
で
あ
る
。
こ
の
水
の
大
切
さ
や
、

水
の
果
た
す
役
割
な
ど
を
改
め
て
考
え

て
も
ら
う
た
め
に
、
昭
和
52
年
か
ら
毎

年
８
月
１
日
を
「
水
の
日
」
と
定
め
７

日
間
を
「
水
の
週
間
」
と
政
府
が
定
め

た
と
あ
る
。
町
で
は
、
２
か
月
に
１
回

メ
ー
タ
ー
を
検
針
し
、
検
針
票
を
各
家

庭
の
ポ
ス
ト
等
に
投と
う
か
ん函
し
て
い
る
。
水

道
使
用
料
金
の
検
針
票
の
説
明
文
を
広

報
紙
に
掲
載
で
き
な
い
か
。

答　

現
在
、
上
下
水
道
事
業
審
議
会
で

上
下
水
道
使
用
料
金
等
の
改
定
に
つ
い

て
審
議
が
行
わ
れ
て
お
り
、
使
用
者
の

皆
様
に
は
改
訂
の
説
明
が
必
要
で
す
の

で
広
報
紙
等
を
活
用
し
、
料
金
の
計
算

方
法
を
丁
寧
に
説
明
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

町
水
道
事
業
の
現
状
は
。

答　

令
和
元
年
度
か
ら
５
年
連
続
赤
字

で
、
大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。
安
全
安

心
な
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
に
、

将
来
を
見
据
え
た
施
設
・
設
備
の
更
新

が
必
要
で
あ
り
、
令
和
６
年
か
ら
25
年

ま
で
に
約
45
億
円
の
投
資
が
必
要
と
い

う
試
算
が
あ
り
ま
す
。

　
　

高
齢
化
と
住
居
と
社
会
の
無
縁
化

は
。

　
　

単
身
高
齢
者
の
増
加
と
少
子
化
に

よ
る
小
学
校
の
統
廃
合
、
公
民
館
の
廃

止
、
免
許
証
の
返
納
等
に
よ
っ
て
高
齢

の
方
の
行
動
範
囲
も
狭
く
な
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
薄
れ
た
、
顔
の
見
え
る
関

係
の
再
構
築
の
た
め
に
、
多
面
的
に
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

八
幡
団
地
の
今
後
の
見
通
し
は
。

　
　

現
行
の
地
区
計
画
で
は
、
生
垣
等

を
管
理
す
る
負
担
が
大
き
い
と
も
伺
っ

て
お
り
、
高
齢
の
方
で
も
住
み
や
す
い

環
境
づ
く
り
が
重
要
と
考
え
ま
す
。
ご

意
見
を
伺
い
な
が
ら
計
画
の
見
直
し
に

つ
い
て
も
検
討
す
る
と
と
も
に
、
空
き

家
の
発
生
も
抑
制
し
ま
す
。

改修が望まれる水道施設

問　

今
や
、
農
業
は
高
齢
化
が
進
み
、

一
人
で
行
う
に
は
多
大
な
費
用
と
期
間
、

労
力
が
必
要
で
あ
る
。
機
械
の
共
同
購

入
や
共
同
利
用
、
共
同
草
刈
り
等
を
行

い
、
み
ん
な
で
助
け
合
い
な
が
ら
、
Ａ

Ｉ
技
術
等
を
活
用
し
た
持
続
可
能
な
農

業
が
で
き
れ
ば
と
思
う
が
、
町
の
考
え

は
。

答　

機
械
の
共
同
購
入
や
共
同
利
用
は
、

管
理
や
利
用
の
調
整
が
難
し
い
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
農
作
業
の
共
同
化
は
、
実

際
に
町
で
法
人
化
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

が
あ
り
、
各
地
域
に
広
げ
て
い
け
る
可

能
性
は
高
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、「
農

業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
応
援
事
業
」
は
、

好
評
を
得
て
お
り
、
延
長
が
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
で

き
る
限
り
の
こ
と
は
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問　

川
島
町
で
は
、
令
和
５
年
に
人
身

事
故
が
85
件
発
生
し
、
中
学
生
が
大
け

が
を
負
う
事
故
も
あ
っ
た
。
通
学
路
の

安
全
対
策
の
見
直
し
は
。

答　

危
険
箇
所
を
改
善
し
て
い
け
る
よ

う
関
係
機
関
に
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、

児
童
や
生
徒
が
安
心
し
て
登
下
校
で
き

る
よ
う
、
通
学
路
の
安
全
対
策
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

問　

コ
バ
ト
ン
Ａ
Ｌ
Ｋ
Ｏ
Ｏ(

あ
る
こ

う)

マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
の
普
及
は
。

答　

広
報
か
わ
じ
ま
に
掲
載
の
ほ
か
、

定
期
的
に
ア
プ
リ
の
登
録
会
を
行
い
ま

す
。
ア
プ
リ
の
機
能
と
し
て
、
貯
め
た

ポ
イ
ン
ト
で
、
景
品
が
当
た
る
抽
選
や
、

消
費
カ
ロ
リ
ー
や
移
動
距
離
の
計
測
、

ま
た
「
日
陰
・
日
向
ル
ー
ト
」
の
選
択

も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
人
で
も

多
く
の
方
が
参
加
で
き
る
よ
う
、
引
き

続
き
事
業
の
周
知
や
登
録
会
等
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

川島のおいしい農産物を届ける
ため頑張っている農家さん

町
の
上
水
道
事
業
経
営
は

大
変
に
厳
し
い
状
況
で
す

農
業
振
興
に
つ
い
て
町
の
考
え
は

支
援
制
度
の
活
用
及
び
拡
充
等
、

全
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す

菊地　敏昭 議員

井上　智恵 議員
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いっぱん質問

問　

社
会
体
験
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
は
、

生
徒
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
就
業
体

験
）
に
も
な
り
、
将
来
の
就
労
の
機
会

に
つ
な
が
る
取
組
と
考
え
る
が
。

答　

地
元
の
企
業
の
こ
と
を
知
り
、
将

来
の
就
職
に
ま
で
結
び
つ
け
ば
、
転
出

を
抑
制
し
定
住
促
進
に
も
寄
与
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
休
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
事
業
の

再
開
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

問　

長
い
夏
休
み
期
間
中
に
オ
ン
ラ
イ

ン
登
校
が
で
き
な
い
か
。　
　

答　

小
学
生
は
約
40
日
間
学
校
か
ら
遠

ざ
か
っ
て
お
り
ま
す
。
夏
休
み
中
に
「
オ

ン
ラ
イ
ン
登
校
日
」
を
設
け
、
子
供
た

ち
の
顔
を
見
な
が
ら
、
健
康
状
態
の
確

認
や
２
学
期
に
向
け
て
の
話
や
悩
み
、

宿
題
の
進
捗

ち
ょ
く

状
況
な
ど
の
相
談
等
を
実

施
す
る
こ
と
は
有
効
で
あ
る
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
、
校
長
会
と
相
談
し
な
が
ら
前

向
き
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

多
く
の
自
治
体
で
は
観
光
協
会
を

設
立
し
、
組
織
的
に
観
光
振
興
を
図
っ

て
い
る
が
、
町
の
考
え
は
。

答　

町
へ
の
来
訪
者
数
を
伸
ば
す
た
め

に
、
地
域
の
特
産
品
を
用
い
て
の
商
品

開
発
な
ど
と
と
も
に
、
当
町
に
な
い
観

光
協
会
の
一
面
も
「
さ
ま
ち
か
」
で
担
っ

て
い
け
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

観
光
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

地
域
商
社
さ
ま
ち
か
を
今
後
ど
の

よ
う
な
形
で
補
強
し
、
観
光
に
当
た
っ

て
い
く
の
か
。

答　

さ
ま
ち
か
へ
の
支
援
は
３
年
が
限

度
だ
と
約
束
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、

議
会
と
も
相
談
を
し
、
一
つ
の
方
向
性

を
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

タブレット端末による授業の様子
（中山小学校）

問　

現
在
は
、
中
学
校
を
卒
業
す
る
と
同

時
に
、
制
服
の
処
分
は
個
人
で
廃
棄
や
譲

渡
を
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
町
が
無
償
で

引
き
取
り
、
欲
し
い
保
護
者
に
無
償
で
提

供
す
る
「
制
服
リ
ユ
ー
ス
」
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
目
標
12
の
「
つ
く
る
責
任　

つ
か
う

責
任
」
や
、
経
済
的
負
担
の
解
消
そ
の
も

の
で
も
あ
り
、
中
学
生
の
保
護
者
に
喜
ば

れ
る
と
思
う
が
、
町
の
考
え
は
。

答　

当
町
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
制
服
リ

ユ
ー
ス
」
事
業
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
ご
み
の
減
量
や
リ
ユ
ー
ス
事
業
推

進
の
観
点
か
ら
、
新
た
な
取
組
と
し
て

非
常
に
参
考
に
な
る
事
業
で
あ
る
と
認

識
し
ま
し
た
。
で
き
る
だ
け
、
川
島
町

に
適
し
た
仕
組
み
を
構
築
し
、
今
後
に

お
い
て
前
向
き
に
考
え
ま
す
。

問　

中
学
生
や
保
護
者
に
よ
る
「
ゆ
ず

り
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
大
切
に
す

る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
た
め
に
も
、

現
在
の
環
境
セ
ン
タ
ー
内
の
コ
ー
ナ
ー

等
を
利
用
し
て
、
試
験
的
で
も
良
い
の

で
、
ま
ず
は
試
行
実
施
を
し
て
は
ど
う

か
。

答　

早
期
の
試
行
を
目
指
し
ま
す
。
実

施
方
法
や
実
施
場
所
、
管
理
方
法
な
ど

の
課
題
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
先
進
自

治
体
の
事
例
を
参
考
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

問　

令
和
15
年
稼
働
開
始
予
定
と
さ
れ

た
、
新
ご
み
処
理
施
設
（
川
島
桶
川
資

源
循
環
組
合
）
で
は
、
ぜ
ひ
「
循
環
型

制
服
」
の
取
組
を
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
。
こ
の
取
組
は
、
制
服
を
ハ
サ
ミ
で

解
体
し
、
布
か
ら
綿
、
綿
か
ら
糸
、
糸

か
ら
布
に
、
布
か
ら
制
服
に
と
い
う
製

造
過
程
を
学
べ
る
こ
と
、
ま
た
、
卒
業

生
か
ら
の
制
服
を
受
け
継
ぐ
と
い
う
意

識
も
生
ま
れ
る
。
町
の
考
え
は
。

答　

循
環
型
制
服
の
仕
組
み
に
つ
い
て

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の
実
現
に
向
け

意
義
の
あ
る
取
組
と
考
え
ま
す
。

川島中学校、西中学校の伝統
ある制服

中
学
生
の
社
会
体
験
チ
ャ
レ
ン
ジ
事

業
を
再
開
で
き
な
い
か

コ
ロ
ナ
禍
で
休
止
し
て
い
ま
し
た
が
、

事
業
の
再
開
を
検
討
し
て
お
り
ま
す

中
学
校
の
「制
服
リ
ユ
ー
ス
」
実
現
を

早
期
で
の
、
ま
ず
は
試
行
実
施
を

目
指
し
ま
す

粕谷　克己 議員

矢内　秀憲 議員
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総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

　

魚
沼
市
は
、
若
年
層
の
流
出
が
止
ま
ら

な
い
状
況
か
ら
、
住
み
や
す
さ
日
本
一
を

目
指
し
て
全
庁
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

令
和
４
年
時
点
で
空
き
家
が
３
６
１
件
あ

り
、
そ
の
内
管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家

が
70
件
あ
り
ま
す
。
豪
雪
地
な
ら
で
は
の

問
題
と
し
て
、
落
雪
事
故
や
雪
の
重
み
に

よ
る
倒
壊
等
の
恐
れ
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
制
度
は
、
37
件
が
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
種
支
援
制
度
を
設

け
た
こ
と
で
、
売
買
件
数
が
若
干
増
加
し

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
特
定
空
家
等
の
認
定
を
今
ま

で
５
件
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
魚
沼
市
空
家
等
対
策
協
議
会
が

令
和
４
年
度
に
設
置
さ
れ
、
空
き
家
解
体

補
助
金
制
度
が
、
令
和
５
年
度
に
制
定
さ

れ
ま
し
た
。
当
初
の
予
算
で
は
足
り
ず
に

補
正
を
組
ん
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

お
ぢ
や
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
ふ
れ
あ
い

の
里
は
、
平
成
19
年
４
月
に
国
の
補
助
事

業
に
よ
り
整
備
さ
れ
、
滞
在
型
農
園
15
区

画
で
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
滞
在
型
農
園
の
入
居
者
は
25
組

で
、
コ
ロ
ナ
禍
以
後
は
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
を
す
る
若
い
世
代
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
管
理
の
一
部
を
お
ぢ
や
ク
ラ
イ

ン
ガ
ル
テ
ン
ふ
れ
あ
い
の
里
管
理
組
合
へ

委
託
し
、
市
が
１
，
０
０
０
万
円
程
度
の

委
託
料
を
支
払
っ
て
い
ま
す
。
施
設
修
繕

は
、年
間
、数
百
万
円
を
支
出
し
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
を
利
用
し
た
方
で
、

移
住
に
つ
な
が
っ
た
人
数
は
、
今
ま
で
で
、

合
計
12
名
、
小
千
谷
市
内
が
６
名
、
新
潟

県
内
の
他
の
自
治
体
が
６
名
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

川
島
町
で
も
、
空
き
家
対
策
を
さ

ら
に
検
討
し
、
町
民
の
安
全
・
安
心
の

確
保
に
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

調
査
研
究
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

・
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
（
魚
沼
市
）

・ 
滞
在
型
農
園
に
つ
い
て
（
お
ぢ
や
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン

　

 

ふ
れ
あ
い
の
里
）（
小
千
谷
市
） 令

和
６
年
７
月
４
日
（
木
）
・
５
日
（
金
）

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
（
魚
沼
市
）

滞
在
型
農
園
に
つ
い
て
（
お
ぢ
や
ク
ラ
イ

ン
ガ
ル
テ
ン
ふ
れ
あ
い
の
里
）（
小
千
谷

市
）

魚沼市の移住定住
ガイドブック

所
管
事
務
調
査
を
終
え
て

所管事務調査

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

　

人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る
日
立
市
で
は
、

令
和
５
年
に
ベ
ビ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
運
動
活

動
宣
言
を
行
い
、
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、18
歳
ま
で
の
医
療
費
や
ヘ
ル
パ
ー

派
遣
料
、
第
２
子
以
降
の
保
育
料
、
ラ
ン

ド
セ
ル
・
ス
ク
ー
ル
カ
バ
ン
、
小
中
学
生

の
学
校
給
食
費
、
市
の
14
施
設
の
利
用
が
、

全
て
無
料
と
い
う
市
独
自
の
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
お
誕
生

お
め
で
と
う
事
業
や
通
学
定
期
券
購
入
額

３
割
補
助
、
奨
学
金
返
済
支
援
事
業
な
ど

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

筑
西
市
も
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。

中
で
も
公
民
館
は
「
地
区
公
民
館
の
在
り

方
及
び
運
営
方
法
に
つ
い
て
の
検
討
」
が

必
要
に
な
り
、
様
々
な
検
討
を
経
て
、「
筑

西
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及

び
管
理
並
び
に
地
域
集
会
施
設
と
の
連
携

に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
令
和
６
年

度
か
ら
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
公
民
館
の
建
物
は
そ
の
ま
ま

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
移
行
し
、

営
利
行
為
や
飲
食
も
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、「
地
域
集
会
施
設
と
連
携
の
仕
組

み
」
を
つ
く
り
、
市
か
ら
自
治
会
へ
助
成

金
が
支
払
わ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

子
育
て
支
援
で
は
、
町
独
自
の
取

組
と
し
て
、
ラ
ン
ド
セ
ル
・
通
学
用
自

転
車
購
入
費
定
額
補
助
事
業
も
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
で
も
、
公
民
館
施
設
の

維
持
管
理
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
た
め

に
は
「
公
民
館
」
か
ら
「
地
域
活
動

セ
ン
タ
ー
」
へ
の
移
行
、
そ
し
て
、「
地

域
集
会
施
設
と
の
連
携
」
の
仕
組
み
が

大
変
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
（
日
立
市
）

・ 

公
民
館
の
地
域
運
営
（
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
移
行
）

　

 

に
つ
い
て
（
筑
西
市
）

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
（
日
立
市
）

公
民
館
の
地
域
運
営
（
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
へ
移
行
）
に
つ
い
て
（
筑
西
市
）

日立市独自の６つの
子育て無料支援策を展開

所
管
事
務
調
査
を
終
え
て

令
和
６
年
７
月
11
日
（
木
）
・
12
日
（
金
）
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議
案
第
５
号　

新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
整

備
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

契
約
額　

14
億
９
，
７
７
６
万
円

契
約
先　

三
峰
無
線
株
式
会
社
北
関
東
支
店

工　

期　

令
和
８
年
３
月
24
日
ま
で

議
案
第
６
号　

川
越
地
区
消
防
局
・
川
越

北
消
防
署
雨
水
貯
留
槽
設
置
工
事
請
負
契

約
に
つ
い
て

契
約
額　

３
億
４
，０
８
４
万
７
，１
０
０
円

契
約
先　

株
式
会
社
中
里
組

工　

期　

令
和
７
年
７
月
25
日
ま
で

議
案
第
７
号　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
取

得
に
つ
い
て

　

川
越
中
央
消
防
署
高
階
分
署
消
防
ポ
ン　

　

プ
自
動
車
の
更
新

取
得
額　

７
，
０
２
９
万
円
（
税
込
み
）

契
約
先　

株
式
会
社
サ
イ
ボ
ウ

議
案
第
８
号　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
取

得
に
つ
い
て

　

川
越
市
消
防
団
南
古
谷
分
団
消
防
ポ
ン

　

プ
自
動
車
の
更
新

取
得
額　

２
，
８
０
５
万
円
（
税
込
み
）

契
約
先　

埼
玉
消
防
機
械
株
式
会
社
西
部

　
　
　
　

営
業
所

議
案
第
９
号　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
取

得
に
つ
い
て

　

川
島
町
消
防
団
第
４
分
団
消
防
ポ
ン
プ

　

自
動
車
の
更
新

取
得
額　

２
，
８
２
７
万
円
（
税
込
み
）

契
約
先　

株
式
会
社
サ
イ
ボ
ウ

議
案
第
10
号　

高
規
格
救
急
自
動
車
の
取

得
に
つ
い
て

　

川
越
中
央
消
防
署
及
び
川
越
西
消
防
署

　

救
急
車
の
更
新

取
得
額　

４
，
１
２
５
万
円
（
税
込
み
・　

　
　
　
　

２
台
）

契
約
先　

埼
玉
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社

　
　
　
　

川
越
店

議
案
第
11
号　

高
度
救
命
処
置
用
資
機
材

の
取
得
に
つ
い
て

　

高
度
救
急
処
置
用
資
機
材
２
台
分
の
購

　

入
取
得
額　

２
，
４
４
２
万
円

契
約
先　

埼
玉
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社

　
　
　
　

川
越
店

　

全
議
案
と
も
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
峯
）

川
越
地
区
消
防
組
合
議
会
臨
時
会　　　

報
告
第
１
号　

消
防
特
別
会
計　

事
故
繰

越
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

議
案
第
13
号　

専
決
処
分
に
つ
い
て

　

小
川
町
消
防
団
第
１
分
団
第
３
部
車
両

の
交
通
事
故
に
よ
る
和
解
及
び
損
害
賠
償

額
の
決
定
に
つ
い
て

議
案
第
14
号　

比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合

会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て

議
案
第
15
号　

令
和
６
年
度
比
企
広
域
市

町
村
圏
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
４
５
５
万
６
千

円
を
追
加
し
、
７
，
７
０
５
万
６
千
円
と

す
る
も
の
。

議
案
第
16
号　

令
和
６
年
度
比
企
広
域
市

町
村
圏
組
合
消
防
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
省
略

議
案
第
17
号　

令
和
６
年
度
比
企
広
域
市

町
村
圏
組
合
斎
場
及
び
霊
き
ゅ
う
自
動
車

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
２
，
２
９
１
万
８
千

円
を
追
加
し
、
２
億
３
，
２
９
１
万
８
千
円
と

す
る
も
の
。

議
案
第
18
号　

令
和
６
年
度
比
企
広
域
市

町
村
圏
組
合
介
護
認
定
及
び
障
害
支
援
区

分
審
査
会
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
５
５
３
万
６
千

円
を
追
加
し
、
７
，
５
５
３
万
６
千
円
と

す
る
も
の
。

議
案
第
19
号　

令
和
６
年
度
比
企
広
域
公

平
委
員
会
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
５
万
６
千
円
を

追
加
し
、85
万
６
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。　
　

議
案
第
20
号　

令
和
５
年
度
比
企
広
域
市

町
村
圏
組
合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に

つ
い
て

収
入
済
額　

７
，
０
９
０
万
６
，
６
６
２
円

比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
定
例
会　

令
和
６
年
６
月
28
日　

会
期
１
日
間

川越地区消防局・川越北消防署
完成予想図

道
祖
土　

証

加
藤　

進

　

比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合
は
、
昭
和
48
年

（
１
９
７
３
年
）
に
設
立
さ
れ
た
一
部
事
務
組
合

で
、
東
松
山
市
と
滑
川
町
、
嵐
山
町
、
小
川
町
、

川
島
町
、
吉
見
町
、
と
き
が
わ
町
、
東
秩
父
村
の

８
市
町
村
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
組
合
で
は
、

消
防
業
務
（
川
島
町
は
川
越
市
と
一
部
事
務
組
合

を
構
成
し
て
い
ま
す
）
の
ほ
か
、
斎
場
運
営
、
介

護
認
定
・
障
害
支
援
区
分
の
審
査
、
公
平
委
員
会

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
川
島
町
か
ら
は
、
副
管

理
者
１
人
（
町
長
）
と
組
合
議
会
議
員
２
人
（
道

祖
土
、
加
藤
）
を
選
出
し
て
い
ま
す
。

比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合
と
は
？

川越地区消防組合議会・比企広域市町村圏組合議会

支
出
済
額　

６
，
３
８
４
万
１
，
１
８
６
円

議
案
第
21
号　

令
和
５
年
度
比
企
広
域
市

町
村
圏
組
合
消
防
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
に
つ
い
て　

省
略

議
案
第
22
号　

令
和
５
年
度
比
企
広
域
市

町
村
圏
組
合
斎
場
及
び
霊
き
ゅ
う
自
動
車

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

収
入
済
額　

２
億
５
，
５
３
９
万
７
，
０
８
６

円支
出
済
額　

２
億
２
，
３
２
０
万
３
，
５
２
７

円議
案
第
23
号　

令
和
５
年
度
比
企
広
域
市

町
村
圏
組
合
介
護
認
定
及
び
障
害
支
援
区

分
審
査
会
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ

い
て

収
入
済
額　

７
，
４
０
８
万
９
，
１
２
８
円

支
出
済
額　

６
，
２
５
５
万
６
，
２
３
９
円

議
案
第
24
号　

令
和
５
年
度
比
企
広
域
公

平
委
員
会
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ

い
て

収
入
済
額　

１
４
０
万
３
，
９
５
３
円

支
出
済
額　

１
０
９
万
９
，
８
３
８
円

　

全
議
案
と
も
原
案
ど
お
り
可
決
・
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
加
藤
）

令
和
６
年
８
月
７
日　

会
期
１
日
間

爲
水　

順
二

小
峯　

松
治

矢
内　

秀
憲

第
３
回

第
２
回
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川島町議会活動レポート

長瀞町議会が行政視察で来町

７月 31 日、埼玉県長瀞町議会総務教育常任
委員会（議員５人、事務局１人）が川島町
を訪れ、「川島町の小中一貫教育」の取組に
ついて視察しました。当日は、当町の教育
委員会職員が説明をしました。

吉見町・川島町議会議員合同研修会

８月 21 日、川島町役場を会場にして、吉見
町・川島町議会議員合同研修会が開催され
ました。
当日は、両町の議員 25 人が出席し、不動産
鑑定士の山

や ま ぐ ち

口和
か ず の り

範氏と、金沢駅の鼓門など
を設計した建築士の白

し ら え

江龍
りゅうぞう

三氏から講演し
ていただきました。

埼玉県町村議会議員研修会

10 月２日、埼玉県町村議会議長会主催によ
る、町村議会議員研修会が吉見町民会館「フ
レサよしみ」で開催されました。当日は、
銚子電鉄株式会社代表取締役の竹本勝紀氏
から「逆境に負けない！銚子電鉄の取組」
～地域密着で愛される企業に～　の演題で
講演がありました。

ごみ処理施設整備特別委員会視察

10 月 10 日・11 日の２日間で、町議会ごみ
処理施設整備特別委員会（小高春雄委員長）
による視察を行いました。初日は、福島県
須賀川市の「須賀川地方衛生センター」を、
２日目は栃木県矢板市の「エコパークしお
や」を視察しました。

▲涙あり、笑いありと感動的な講演でした ▲先進地の「エコパークしおや」を視察

▲長瀞町議会が当町の取組を視察しました ▲両町の議員が熱心に耳を傾けていました



18かわじま議会だより／№ 147 ／令和 6 年 11 月１日

○お問合せ　議会事務局
TEL 049-299-1759（直通）／ FAX 049-297-9346
E-mail:gikai＠town.kawajima.saitama.jp

委

員

長

副
委
員
長

委

員

　
〃
　
　

　
〃

　
〃
　

相

談

役

柴
　
田
　
一
　
典

渋
　
谷
　
幸
　
司

粕
　
谷
　
克
　
己

坂
　
本
　
順
　
子

山
　
﨑
　
宣
　
佳

井
　
上
　
智
　
恵

道
祖
土
　
　
　
証

議

会

報

編

集

委

員

会

　

お
忙
し
い
中
、
９
月
議
会
の
傍
聴

に
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

議
員
に
と
っ
て
、
一
般
質
問
は
自

分
の
主
義
主
張
を
町
の
執
行
部
に
ぶ

つ
け
る
真
剣
勝
負
の
場
で
あ
り
、
町

民
の
皆
様
に
議
員
と
し
て
の
姿
勢
を

ご
覧
い
た
だ
く
貴
重
な
機
会
で
す
。

　

私
自
身
、
議
会
傍
聴
に
来
て
い
た

だ
い
た
方
が
「
議
員
の
人
柄
が
わ
か
っ

た
」「
ま
た
見
に
来
た
い
」
と
感
じ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
一
般
質
問
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

各
議
員
が
時
間
を
か
け
て
準
備
し

た
一
般
質
問
で
す
。
皆
様
の
ご
意
見

や
ご
感
想
を
議
会
事
務
局
ま
で
お
寄

せ
い
た
だ
け
る
と
大
変
励
み
に
な
り

ま
す
。
平
日
お
時
間
の
取
れ
な
い
方

に
は
録
画
配
信
も
行
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
山
﨑
）

編

集

後

記

表

紙

解

説

　

町
の
健
幸
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
事
業
の
一
つ
、「
ハ
ッ
ピ
ー
体
操
」

は
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
み
な
が

ら
で
き
る
介
護
予
防
の
体
操
で
す
。　

　

ス
ト
レ
ッ
チ
と
筋
ト
レ
の
組
合
せ

で
、
全
身
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
鍛
え
ら

れ
ま
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー
が
優
し
く
、

わ
か
り
や
す
く
教
え
ま
す
。
名
前
の

と
お
り
、
参
加
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん

は
元
気
よ
く
、
楽
し
く
通
っ
て
い
ま

す
。
中
に
は
90
代
の
方
も
、
お
元
気

で
活
動
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

体
操
に
参
加
す
る
と
「
か
わ
べ
え

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
」
ポ
イ
ン
ト
が
獲

得
で
き
、
ポ
イ
ン
ト
数
に
応
じ
て
賞

品
と
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

好
評
に
つ
き
、
今
年
も
ポ
イ
ン
ト
３

倍
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
～
12
月
31
日
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機

会
に
、
み
ん
な
で
楽
し
く
体
を
動
か

し
て
、
健
幸
な
心
身
を
維
持
し
ま
し
ょ

う
。　
　
　
（
写
真
・
文
章
／
井
上
）

１２月の定例会予定
議案審議 一般質問

12 月定例会は 11/28 ～ 12/6 の予定です。

11

28 木

12

4 水 6 金～

議 会 日 誌

７月

議会報編集委員会
総務経済建設常任委員会所管事務調査
議会報編集委員会
文教厚生常任委員会所管事務調査
ごみ処理施設整備特別委員会
文教厚生常任委員会協議会
埼玉県長瀞町議会視察受入れ

１日
４日・５日　　

８日
11 日・12 日 

２３日
２６日
３１日

総務経済建設常任委員会協議会
文教厚生常任委員会協議会
吉見町・川島町議会議員合同研修会
議会運営委員会
議会全員協議会
文教厚生常任委員会協議会

　　８日
９日

２１日
２８日

３０日　

「かわじま議会だより」に対する感想や、ご意見・ご要望
がありましたら議会事務局までご連絡ください。 ＴＥＬ：２９９- １７５９ （直通）

（予定） （予定） （予定）

８月

９月

6 金～
（予定）

９月定例会
地方創生・行財政特別委員会
議会報編集委員会
議会運営委員会協議会
議会運営委員会
議会全員協議会

　４日～１９日
５日
６日

１９日

12

『
か
わ
じ
ま
議
会
だ
よ
り
』
は
、

毎
年
、
２
月
、
５
月
、
８
月
、
11

月
の
年
４
回
、
発
行
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
わ
る
議

会
活
動
を
知
る
機
会
に
し
て
く

だ
さ
い
。

議
会
だ
よ
り
を

　
　
　『
読
ん
で
』
み
よ
う

定
例
会
は
、
３
月
、
６
月
、
９
月
、

12
月
の
年
４
回
、
開
催
し
ま
す
。

会
議
の
様
子
を
ご
覧
に
な
り
た

い
方
は
、
会
議
開
催
日
の
朝
に
、

川
島
町
役
場
２
階
議
会
事
務
局

窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

議
会
を

　
　『
見
学
し
て
』
み
よ
う

議
会
に
対
し
て
陳
情
な
ど
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
陳
情

は
、
特
定
の
事
項
に
つ
い
て
実
情

を
訴
え
、
善
処
し
て
も
ら
う
よ
う

要
請
す
る
こ
と
で
、
ど
な
た
で
も

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

議
会
に

　
　『
参
加
し
て
』
み
よ
う

議
場
で
行
わ
れ
る
本
会
議
の
様

子
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
録
画

配
信
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
会

議
開
催
中
は
、
庁
舎
１
階
に
あ
る

テ
レ
ビ
で
生
中
継
を
し
て
い
ま

す
。

議
会
を

　『
動
画
で
見
て
』
み
よ
う


